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福島第一原子力発電所で発生する廃棄物の解析的推算に含まれる不確実性を、分析データの反映によって

低減する方法を検討した。汚染水処理二次廃棄物のインベントリを例に、推算精度向上の現状を報告する。 
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1. 解析的インベントリ推定手法に含まれる不確実性の低減方法 
福島第一事故廃棄物の処理・処分に係る技術開発の前提となる廃棄物インベントリの推定については、

実物の採取が依然として限定されているため、解析的な手法を併用して進めている。本研究で開発してい

る解析的インベントリ推定手法は、事故後の放射性元素の量的な移行の全体像を俯瞰することと、内在す

る不確実性を明示することを特徴としたものである[1]。この推定手法で取り扱う放射性元素の移行パラメ

ータについては、徐々に得られつつある実廃棄物などの分析データを反映したキャリブレーションによっ

て不確実性を低減し、より現実的なインベントリ推算を可能とするように更新を重ねていく考えである。 
廃棄物インベントリの推定は、分析データの拡充によってその評価精度を継続的に向上できるが、これ

とともに、処分の安全評価結果を適宜フィードバックすることで、重点的に低減すべき不確実性の同定と

その目標を明確にし、効率的な分析計画や研究推進につなげることが肝要である。 

2. 汚染水処理二次廃棄物の推算結果を例とした不確実性低減効果の提示 
セシウム吸着塔のインベントリ推算を例として、不確実性低減のプロセスと効果を示す。セシウム吸着

装置の入口水（滞留水）の分析結果から得た輸送比（Cs-137 を基準とした測定元素の移行割合）[2]を用い

たキャリブレーションを行って滞留水への放射性元素の移行割合を更新（図 1）することで、各放射性元素

のインベントリ推算結果の不確実性幅を低減し、推定精度を向上できる見通しを得た（図 2）。 
  

 
  

※ この成果は、経済産業省／平成 26 年度補正予算「廃炉・汚染水対策事業費補助金（固体廃棄物の処理・処分に関

する研究開発）」で得られたものの一部である。 
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図 1 移行パラメータの更新              図 2 廃棄物インベントリ推算結果 

(滞留水への核種移行割合の不確実性を低減)     (セシウム吸着塔の核種インベントリ推定精度を向上) 

*1 分析値の分布から、より確からしいと考えられる範囲(現実的な不確実性)と、保守的に考慮すべき不確実性の範囲を推察した。  
*2 分析で不検出であったため、入口水中濃度を検出下限値、出口水中濃度を 0 とした保守的な推算値[3]を示した。 
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